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的とする。フィードバックの時間間隔は 5 秒以内とし、3～5 時間に渡って位相差のばらつきを













次式からのずれには再現性があり、最大で約 0.2 rad であった。また輝度値の離散化によりさら
に最大 0.034 rad のずれが生じることが分かった。 
 フィードバックシステムを作成し、安定化を行った。5 時間、5 秒毎の位相差の時間変化につ
いて調べた結果、位相差が安定していた時間は 2時間 35分 50秒で、その間の位相差のばらつき
は 0.2 rad であった。安定化時間・ばらつきともに目標値を満たさなかったが、フィードバック
は 5秒間隔で行うことができた。 
 
 
